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和田港

1. 概況

　和田港の和田は、｢海｣を意味する｢わだつみ｣を表しており、
その海上交通の歴史は戦国時代からと言われている。
　本港は、日本海の荒浪を直接受ける外港と、大島半島によ
り外海とさえぎられ青戸の入江の奥深くあって四季を通じて
静穏な内港とにわかれている。
　外港には、ほとんど施設がなかったため、昭和8年から9年
にかけ国庫補助を受け防波堤、物揚場等を築造したが、防波
堤の延長が短くまた防砂堤がなかったため、港内に漂砂が堆
積して、船舶の入港が不可能となり、漁船は内港を根拠地と
した。
　昭和26年、内港に国庫補助を得て物揚場（ –2.5m）44mの
建設を行い、以来、数次にわたる改修工事により現在の港勢
となっている。近年に至り、漁船の増加と大型化に対応する
ため、防波堤、物揚場等を整備した。
　自然の美しい地域を積極的に生かし、地元の活性化を図る
ため、本港は昭和40年代後半、若狭湾海洋性レクリエーショ
ンの基地として位置づけられ、昭和47年度にマリーナ建設に
着手、昭和55年7月、県内唯一の公共マリーナ｢若狭和田マ
リーナ｣ として供用を開始した。当マリーナの施設は、150
隻を収容するもので桟橋5基、駐車場450台、緑地10,254㎡、
管理棟1棟、フィッシングセンターを有している。平成30年
の福井しあわせ元気国体では、若狭和田マリーナをメイン会
場としてセーリング競技が実施されたところである。
　内港の尾内地区では、昭和63年度に行った和田港コース
タルリゾート調査に基づき、マリーナを中心としたリゾート
施設の整備を県、おおい町、第3セクターが協力して進め、
平成23年にはうみんぴあ大飯がグランドオープンしている。
また、平成28年には、若狭和田海水浴場でビーチやマリー
ナを対象とする世界で最も歴史のある環境認証のひとつ「ブ
ルーフラッグ」を日本で初めて取得し、令和7年まで10年連
続取得中である。
　福井県では、地元高浜町とともに、港湾施設の適切な整備、
管理により海洋性リゾートのニーズに対応し、地元観光振興
につなげていく。

〒910–8580　福井市大手3–17–1
☎0776–21–1111㈹  ☎0776–20–0488（直通）
URL：�http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kouwan/

index.html

福井県土木部港湾空港課
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6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利用施設 附属施設
マリーナ緑地 10,254

（70）
– 休息緑地 昭和54年度

はまなす公園 3,700 150 休息緑地 平成3年度
鯉川（東）緑地 11,100 – 休息緑地 昭和58年度
鯉川（西）緑地 9,500 – 休息緑地 昭和62年度
長井（西）緑地 6,650 – 休息緑地 平成11年度
うみんぴあ環境緑地 41,970 558 休息緑地 平成22年度 便所1カ所
成海先端緑地 7,650 214 休息緑地 平成21年度

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
若狭和田マリーナ

〒919–2201 福井県
大飯郡高浜町和田
167–4
☎0770–72–3871

45,532 26,500 762 150 112 – 18 20 ウインチ
1トン
1基

3.0 昭和55
年度

クラブハウス
フィッシングセ
ンター
駐車場
緑地




